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新たなまちづくりに向けて

平成２８年３月定例会
平成28年度まちの予算決まる！！
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大 空 町 検 索

●平成２８年度予算審査特別委員会で審議
●大空町まちづくり宣言を議決 な　　ど

2名の議員が登壇

平成28年（2016年）４月28日発行 40号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成28年３月 定例会

●災害時の支出に備える備荒資金の
　経理上の処理と今後の扱い方は
　（ほか　１件）

●介護老人福祉施設の今後
　（ほか　２件）

委員会レポート
議会広報モニターさんとの意見交換

「町民の声」樫原 達也さ　　んより

合併10年記念号

３月13日　親子運動遊びプログラム
（旧豊住小学校体育館）



新たなまちづく　りに向けて 
～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～

　平成28年度の各会計歳入歳出予算が、３月８日か
ら15日までの８日間の会期で開催された、第１回定
例会に提案されました。
　今後のまちづくりにかかわる重要な内容のため、
議会に「予算審査特別委員会」を設置し、同委員会
で慎重に審議した結果、各会計予算は原案のとおり

可決すべきとの審査結果が示されました。特別委員
会での審査結果が本会議で報告され、全議員の賛成
により、平成28年度予算が決まりました。
※予算審査特別委員会での審議概要は、５ページか
ら掲載しています。

平成28年度 予算総額

～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～
１１３億８,０８９万円

≪平成２8年度　各会計予算総額≫≪平成２8年度　各会計予算総額≫

≪平成28年度末（見込み）の基金と町債の状況≫≪平成28年度末（見込み）の基金と町債の状況≫

会　　計　　名 予　算　額 対前年比
84億1,899万円
13億6,317万円

1億  786万円
7億4,919万円

807万円
3億5,065万円
3億5,347万円

2,949万円
113億8,089万円

＋4.1％
＋2.4％
+0.3％
＋5.0％
+0.4％
▲3.0％
▲3.4％
▲0.1％
＋3.4％

一 般 会 計
国民健康保険事業特別会計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介護保険事業勘定特別会計
介護サービス事業勘定特別会計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
個別排水処理事業特別会計

合　　　　　　計

項　　　　目 金　　　額 備　考
52億5,450万円

142億8,303万円
〇町民1人あたり  758,857円

〇町民1人あたり  1,914,813円

基金（預金）残高

町債（借金）残高

見込み額

見込み額

（前年度比　３.４％増）

子育て支援
産 業 振 興 新たなまちづく新たなまちづく

～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～～新年度予算　一般会計　　84億1,899万円の内訳～

子育て支援
産 業 振 興

支出の内訳

収入の内訳
諸収入・財産収入
その他 2億7,201万円（3.2％）

一般会計約８４億円を１０,０００円に換算してみたら・・・
土木費 １,２００円

教育費 ９２０円

災害復旧費 50円

公債費（借入金返済） １,５４０円

職員給与費 １,３００円

その他 470円

議会費 ７０円

総務費 １,５５０円

民生費 １,０９０円

衛生費 ６７０円

農林水産業費 ９９０円

商工費 １５０円

地方公共団体が行政サービスを行
うため国から交付される財源

地方交付税
36億1,703万円（43.0％）

道路・除雪・町営住宅にか
かる経費

土木費 
10億703万円（12.0％）

災害復旧にかかる経費
災害復旧費 4,203万円（0.5％）

学校教育、社会教育にかかる経
費

教育費 7億7,757万円（9.2％）

公債費 
12億9,342万円（15.4％）

町職員の給料にかかる経費

町債（借金）の元金と利子
の返済にかかる経費

職員給与費 
10億9,126万円（13.0％）

防災や消防等にかかる経費
その他 3億9,898万円（4.7％） 議会費 6,011万円（0.7％）

庁舎管理や住民自治、地域
振興にかかる経費

議会運営にかかる経費

総務費 
13億273万円（15.5％）

高齢者や障がい者などの福
祉にかかる経費

民生費 
9億1,901万円（10.9％）

健康や母子、リサイクルや
ごみにかかる経費

衛生費 
5億6,896万円（6.7％）

農業や林業、水産業にかか
る経費

農林水産業費
8億3,178万円（9.9％）

商工業や観光にかかる経費
商工費 1億2,611万円（1.5％）

国税や道税からの配分され
る収入

譲与税・交付金
3億9,808万円（4.7％）

町民の皆さんや法人に納付
いただく税金

町税
9億4,862万円（11.3％）

世代間の公平を保ち負担を複数年
に分けるための借入金

町債 11億5,818万円（13.8％）

基金（預金）からの繰入金
繰入金 4億3,748万円（5.2％）

特定の事業に対する国や道
の補助金

国・道支出金
11億8,965万円（14.1％）

受益者や使用者の負担（分担
金・負担金・手数料・使用料）

使用料等 3億9,794万円（4.7％）

歳入予算
84億1,899万円

歳出予算
84億1,899万円

23 大空町議会だより　第40号（平成28年４月）大空町議会だより　第40号（平成28年４月）

予

算 

予

算



45 大空町議会だより　第40号（平成28年４月）大空町議会だより　第40号（平成28年４月）

予

算

予

算

学 校 給 食 費 補 助 金

保育・幼稚園は無償。小・中学校は給食費相当額
を保護者に補助し、実質無償化。

万円2,754

出 産 祝 い 金 支 給 事 業

出生児１人あたり５万円（うち商工会商品券２万
円）を支給。

万円300

民間賃
ちん
貸
たい
住宅家

や
賃
ちん
助成金

町外からの転入世帯に対し、民間賃貸住宅月額家
賃から住宅手当を減じた額の半額を助成。

万円192
多
た
子
し
世
せ
帯
たい
高等学校・大学校

等進学支援金支給事業

高校、大学等に進学する第３子以降の子ども１人
あたり10万円を支給。

民間賃
ちん
貸
たい
住宅改

かい
修
しゅう
支援事業補助金

民間賃貸住宅の改修費用の１／３（１戸あたりの
上限30万円）を補助。

万円300

地
ち
域
いき
材
ざい
利用促進事業補助金

地域木材を活用した住宅や店舗の新増改築費に対し、
地域材使用量１㎥あたり５万円を補助。（上限100万円）

万円300
地域振興施設整備事業

地域の拠点となる施設を建設し、地域コミュニテ
ィの醸成や活性化を図る。

万円8億5,781

ま ち ゼ ミ 事 業

内閣府が認定した地域活性化伝道師を講師に招き
「まちゼミ」を開講。

万円万円177
東藻琴小学校体育館整備事業

老朽化した東藻琴小学校体育館の整備に向けた調
査設計を行う。

万円2,801

平成28年度

新たな施策
ちょこっと紹介

万円280

平成28年度　予算審査特別委員会
～まちの予算を審議～

　平成28年第１回定例会に提案された、平成28
年度大空町各会計予算は、今後のまちづくりに大
きくかかわる重要な内容であることから、議会に
「予算審査特別委員会」を設置して慎重に審議し
ていくこととしました。
　３月10日～ 14日の午前まで各課から個別の説
明を受けて質疑を行い、14日の午後からは本会
議形式で予算の全体を審議する「総括質疑」を実

施しました。
　慎重な審議の結果、平成28年度予算を提案さ
れた内容のとおり可決するべきものと決定し、本
会議で出席議員全議員の賛成により可決されまし
た。
　本特別委員会での総括質疑での質疑・答弁の概
要をお知らせします。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
議
概
要

※ 

内
容
は
要
約
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、
両
地
区
図
書

館
に
あ
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
会
議
録
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
会

議
録
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
一
般
会
計
☆
【
歳
　
　出
】

【
地
域
就
業
者
雇
用
確
保
事
業
補
助
金　
3
0
0
万
円
】

40
歳
以
下
の
基
準
、緩
和
す
べ
き
で
は

上
地
委
員　

40
歳
以
下
の
従
業
員
を
雇
用
す
る
場
合
と

い
う
条
件
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
緩
和
し
た
方
が
移
住
・
定

住
な
ど
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
部
で
議
論
を
し
、
当
初
35
歳
と
い

う
こ
と
も
考
え
た
が
、
40
歳
程
度
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
の
判

断
の
も
と
、
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
従
業
員
に
つ
い
て
の
助

成
と
し
て
考
え
て
い
る
。

上
地
委
員　

も
う
少
し
子
ど
も
が
い
る
世
帯
と
か
、
そ

う
い
う
の
も
考
え
て
緩
和
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
40
歳
以
上
と
な
る
と
子
育
て
も
大
分

終
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
35
歳
よ
り
は
拡
大
し

て
40
歳
で
、
今
回
年
齢
制
限
を
設
け
て
い
る
。

【
地
方
公
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
料 

3
9
8
万
円
】

ど
の
よ
う
に
公
会
計
制
度
を
進
め
て
い
く
の
か

　
　
　
　
　
　
業
務
委
託
の
内
容
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
公
会

計
制
度
を
進
め
て
い
く
の
か
。
今
後
の
展
開
の
あ
り
方
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
度
の
決
算
か
ら
、
財
務
書
類

等
の
作
成
に
つ
い
て
、
国
が
示
す
統
一
基
準
に
基
づ
い
た
内

秋
葉 

産
業
課
参
事

秋
葉 

産
業
課
参
事

品
田
委
員

藤
田 

総
務
課
長

容
で
複
式
簿
記
化
に
し
て
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
も
実
施
す
る
。

品
田
委
員　

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
と
は
ど
う
い
っ
た

整
備
な
の
か
。
ま
た
複
式
簿
記
と
は
ど
う
い
う
事
務
事
業
の

中
で
ど
う
複
式
簿
記
化
さ
れ
る
の
か
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
示

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
台
帳
の
整
備
だ
が
、
現
在
、
資
産
価
値

に
関
す
る
情
報
は
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
財
務
書
類
作
成
の

中
で
、
資
産
情
報
も
取
り
入
れ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
台
帳
の
整
備
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
複
式

簿
記
化
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ
を
変
換
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
対
策
事
業　
1
7
6
万
円
】

エ
キ
ノ
コッ
ク
ス
対
策
、詳
し
い
内
容
は

品
田
委
員　
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
感
染
率
な

ど
を
求
め
よ
う
と
す
る
委
託
だ
と
思
う
が
、
詳
し
い
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
は
キ
ツ
ネ
の
寄
生
率
を
調
査
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
後
駆
虫
剤
を
ま
い
て
寄
生
率
を
減
ら

し
て
い
く
。
ま
た
駆
虫
剤
を
混
ぜ
た
え
さ
の
散
布
は
５
月
末

か
ら
11
月
ぐ
ら
い
ま
で
行
い
、
そ
の
後
再
度
寄
生
率
の
調
査

を
し
効
果
を
見
て
い
き
た
い
。
小
清
水
町
の
前
例
を
参
考
に
、

糞
便
の
寄
生
率
の
調
査
の
委
託
な
ど
、
計
画
的
に
続
け
た
い
。

品
田
委
員　
便
の
検
体
を
採
取
し
、
え
さ
を
食
べ
た
か
ど

う
か
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
、
大
変
な
作
業
だ
ろ
う
と
思
う

が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
検
体
調
査
を
す
る
こ
と
が
１
番
重
要
で

あ
り
、
寄
生
率
を
こ
れ
で
確
定
し
た
い
。
町
の
全
地
域
を
対

象
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
、
そ
こ
で
糞
便
の
採
取
を
行
っ

て
い
く
。
毎
年
度
定
期
的
に
同
じ
時
期
に
調
査
を
し
て
い
き

た
い
。

藤
田 

総
務
課
長

山
本 

住
民
課
長

山
本 

住
民
課
長
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【
森
林
認
証
審
査
業
務
委
託
料　
1
5
0
万
円
】

【
地
域
材
利
用
促
進
事
業
補
助
金　
3
0
0
万
円
】

森
林
認
証
、近
隣
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
の
で
は

品
田
委
員　

近
隣
の
美
幌
町
や
津
別
町
に
比
べ
て
遅
れ

て
い
る
な
と
の
認
識
だ
が
、
ど
の
辺
が
難
し
く
て
こ
こ
ま
で

き
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
西
部
が
先
行
的
に

認
証
を
取
得
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
と
協
議
を
し
た
結
果
、

本
町
と
し
て
平
成
28
年
度
に
森
林
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
東
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
も
認
証
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
認
証
に
合
わ
せ
、
地
域
木

材
の
利
活
用
の
促
進
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
材
利
用

の
促
進
補
助
金
の
制
度
設
計
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
全
体
で
森
林
認
証
を
取
得
し
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
ん
な
中
、
町
の
役
割
の
一
つ
と
し
て

認
証
を
取
り
、
さ
ら
に
そ
の
普
及
を
さ
せ
る
た
め
の
振
興
方

策
も
併
せ
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

品
田
委
員　

今
、
定
住
団
地
が
売
出
し
中
で
あ
り
、
町

内
業
者
を
使
っ
て
も
ら
う
の
も
結
構
だ
が
、
地
域
材
を
使
っ

て
も
ら
う
と
い
う
気
持
ち
で
あ
れ
ば
、
町
内
業
者
と
い
う
形

で
絞
り
込
み
し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
と
の
整
合

性
を
含
め
、
町
内
業
者
、
商
工
会
員
と
い
う
制
限
を
つ
け
て

い
る
。
今
後
、
利
活
用
が
進
ん
で
い
く
に
あ
た
り
、
使
っ
て

い
た
だ
き
や
す
い
制
度
に
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
き
た
い
。

【
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
機
器
保
守
業
務
委
託
料 

73
万
円
】

将
来
的
に
統一し
た
も
の
で
で
き
な
い
の
か

齋
藤
委
員　

町
内
で
は
光
が
来
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

し
、
将
来
的
に
は
統
一
で
き
な
い
の
か
。
光
が
一
番
い
い
が

秋
葉 

産
業
課
参
事

山
下
町
長

秋
葉 

産
業
課
参
事

何
か
手
立
て
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
に
お
け
る
情
報
通
信
機
能
の
格
差

解
消
に
向
け
、
今
後
業
務
委
託
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
方
法

が
い
い
の
か
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

齋
藤
委
員　

新
規
事
業
で
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
が

あ
り
、
こ
れ
は
農
業
機
械
に
対
す
る
自
動
操
舵
の
件
だ
が
、

こ
の
基
地
局
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
既
存
の
も
の
を
活
用
で
き
る
か
、
新
た

に
整
備
が
必
要
か
、
委
託
の
中
で
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
い
。

☆
総 

括 

質 

疑
☆

【
農
業
農
村
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

１
億
6
4
5
5
万
円
】

機
材
や
労
働
力
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
が

田
中
委
員　
こ
の
交
付
金
に
よ
る
、
昨
年
の
大
雨
で
被
害

を
受
け
た
後
の
復
旧
の
事
業
が
か
な
り
の
件
数
あ
る
と
思
う

が
、
そ
の
中
で
機
材
の
確
保
、
労
働
力
の
確
保
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
そ
の
見
通
し
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
複
数
の
業
者
で
地
区
割
り
を
設
定
し
、

労
働
力
の
確
保
や
建
設
機
械
の
確
保
を
含
め
、
早
期
に
対
応

を
図
る
こ
と
で
、
営
農
の
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
に
対
応
し

た
い
。

【
移
住
・
定
住
対
策
事
業　
2
4
6
3
万
円
】

町
外
か
ら
来
て
い
る
方
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
は

原
本
委
員　

町
民
は
広
報
で
町
が
何
を
や
っ
て
い
る
か

わ
か
る
と
思
う
が
、
町
外
か
ら
来
て
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方

に
対
し
、
何
か
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
移
住
・
定
住
対
策
事
業
に
つ
い
て
パ
ン

藤
田 

総
務
課
長

藤
田 

総
務
課
長

中
村 
産
業
課
参
事

林 

総
務
課
参
事

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
町
外

か
ら
通
わ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
も
、
各
事
業
所
を
通

じ
て
周
知
を
し
て
い
く
。

原
本
委
員　

事
業
所
に
入
っ
て
み
て
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
あ
ま
り
目
に
つ
か
な
い
。
誰
に
で
も
目
に
付
く
よ
う
な

配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
所
に
配
布
・
周
知
を
す
る
こ
と
に

加
え
、
待
合
所
な
ど
の
空
き
時
間
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け

る
工
夫
も
加
え
た
対
策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

【
両
地
区
福
祉
会
の
今
後
】

【
東
藻
琴
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床
計
画
】

早
期
に
支
援
策
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
期
待

沢
出
委
員　

福
祉
会
の
統
合
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
の

で
、
町
長
に
よ
り
一
層
の
政
治
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
増
床
計
画
に
つ
い
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
、
協
議
を
整
え
、
早
期
に
支
援
策
が
提
示
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　
　
　
　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
、

地
域
の
福
祉
力
を
総
結
集
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
福
祉
法
人
の
皆
さ
ん
の
力
添
え
も

必
要
で
あ
る
。
歯
車
が
狂
わ
な
い
よ
う
協
議
を
重
ね
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

【
ふ
る
さ
と
会
事
業　
1
3
2
万
円
】

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業　
2
0
1
3
万
円
】

町
外
の
方
に
も
町
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
発
想
が
必
要

松
田
委
員　
ふ
る
さ
と
会
事
業
、
希
望
が
あ
れ
ば
町
の
広

報
誌
を
提
供
し
て
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
が
、
町
の
情
報

が
な
か
な
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
と
思
う
。
ふ
る
さ
と

林 

総
務
課
参
事

山
下
町
長

納
税
、
ま
ず
町
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
他
に
特
産
品

を
提
供
す
る
と
い
う
考
え
方
が
本
来
の
姿
と
思
う
。
町
民
以

外
の
町
外
の
方
に
町
の
行
政
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
、
こ
う
い
う
発
想
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
会
に
つ
い
て
、
交
流
の
ほ
か

に
、
広
い
識
見
で
の
貴
重
な
意
見
、
企
業
誘
致
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
情
報
の
提
供
な
ど
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

何
と
か
会
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
い
た
だ
い

た
方
々
の
年
代
や
地
域
、
男
女
別
な
ど
、
特
性
を
分
析
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
い
ろ
い
ろ

な
町
の
情
報
を
発
信
し
て
大
空
町
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
、

訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
含
め
て
、
今
後
対
策
と
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

松
田
委
員　
移
住
・
定
住
の
取
組
み
な
ど
、
ビ
デ
オ
化
し

て
皆
に
知
っ
て
も
ら
う
、
積
極
的
に
宣
伝
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
い
か
に
町
外
の

方
を
引
き
込
ん
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
か
と
い

う
中
で
、
大
学
生
の
参
画
を
促
す
手
段
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
発
信
力
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
機
会
を
通
じ
て
町
で
の
活
動
が
増
え
て
い
け
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
取
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
子
育
て
支
援
の
施
策
】

【
ま
ち
ゼ
ミ
事
業　
1
7
7
万
円
】

ま
ち
ゼ
ミ
事
業
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
は

齋
藤
委
員　

ま
ち
ゼ
ミ
事
業
、
１
番
期
待
す
る
と
こ
ろ
、

狙
い
は
ど
こ
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
商
店
に
フ
ァ
ン
を
作
る
、
そ
れ
ぞ

林 

総
務
課
参
事

山
本 

住
民
課
長

山
下
町
長

秋
葉 

産
業
課
参
事

れ
の
商
店
が
持
つ
特
性
を
消
費
者
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
な
ら
で
は
の
商

店
街
の
形
成
、
賑
わ
い
の
形
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の

後
の
展
開
と
し
て
、
こ
の
事
業
を
起
爆
剤
と
し
て
、
商
店
街

に
賑
わ
い
を
持
ち
、
購
買
力
の
流
失
を
防
止
し
て
い
き
た
い
。

齋
藤
委
員　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
行
政
と
し
て
１

番
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
と
し
て
住
宅
政
策
や
子
育
て
環
境

の
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
考
え
て
い
る
。
特
に
お

子
さ
ん
を
持
つ
若
い
世
代
の
方
に
、
大
空
町
に
住
ん
で
い
た

だ
く
と
い
う
よ
う
な
移
住
政
策
に
重
点
的
に
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
と
し
て
、
町
は
い
ろ
い
ろ
な
制

度
を
つ
く
り
、
町
民
の
方
々
、
さ
ら
に
は
町
外
の
方
々
に
も

林 

総
務
課
参
事

山
下
町
長

安
心
し
て
い
た
だ
く
、
そ
の
連
鎖
が
今
す
ぐ
効
果
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
長
い
目
で
見
た

と
き
、
国
全
体
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
、
そ
の
一
端
を
私

ど
も
町
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
、
そ
う
い
う
思
い
で
今
回

の
政
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
地
域
振
興
施
設
整
備
事
業　
８
億
5
7
8
1
万
円
】

名
称
及
び
道
の
駅
登
録
は
ど
の
時
期
に
行
う
か

松
岡
委
員　
地
域
振
興
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ

ン
ま
で
に
は
名
称
ま
た
は
道
の
駅
登
録
等
の
事
業
が
進
ん
で

い
く
と
思
う
が
、
ど
の
時
期
に
募
集
な
り
公
募
を
行
う
考
え

か
。

　
　
　
　
　
　
地
元
に
と
っ
て
大
切
な
施
設
で
あ
り
、
収
支

の
面
を
考
え
る
と
道
の
駅
の
登
録
を
念
頭
に
置
い
て
考
え
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
。
今
後
準
備
会
の
方
々
な
ど
と

意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
登
録
に
向
け
て
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
施
設
の
運
営
会
社
と
も
密
な
関
係
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
十
二
分
な
協
議
を
進
め
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
施
設
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
使
っ
て

い
た
だ
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
単
に
施
設
を
利
用
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
施
設
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
そ
の
周
辺

で
催
物
を
行
っ
た
り
、
仕
組
み
を
考
え
て
い
た
だ
い
た
り
、

そ
う
い
う
機
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
次
の
大
き
な
課
題
と

考
え
て
い
る
。

山
下
町
長

松
岡
委
員

山
下
町
長

子育て支援講座
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定

例

会

予

算

【
空
港
の
民
営
化
】

民
営
化
に
よ
る
女
満
別
空
港
に
お
け
る
影
響
は

松
岡
委
員　

空
港
の
民
営
化
に
よ
る
女
満
別
空
港
や
大

空
町
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
と
は
。　

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
現
在
の
女
満
別
空
港
で

言
う
と
、
滑
走
路
の
管
理
は
北
海
道
、
空
港
ビ
ル
は
地
元
の

経
済
界
、
市
町
村
を
中
心
と
し
た
ビ
ル
会
社
、
駐
車
場
は
道

の
財
産
と
し
て
産
業
開
発
公
社
が
借
り
受
け
て
い
る
形
で
あ

る
が
、
一
元
的
な
管
理
が
可
能
と
な
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
空

港
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
取
組
み
が
今
以
上
に
で
き

る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
不
安
材
料
と
し
て
は
、
防
衛
上
、

災
害
発
生
時
に
ど
う
す
る
か
、
ま
た
国
と
地
方
お
互
い
が
プ

ラ
ス
に
転
じ
て
い
け
る
よ
う
な
、
民
営
化
に
な
っ
て
い
る
か

ど
う
か
の
不
安
が
あ
る
。
正
式
決
定
で
は
な
い
が
、
女
満
別

空
港
も
含
め
た
議
論
が
必
要
と
の
大
方
の
意
見
な
の
で
、
そ

う
い
う
立
場
に
立
っ
て
関
係
機
関
に
要
請
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

山
下
町
長

【空港の民営化問題】

一口
　メモ

　空港の民営化とは、空港ビル、駐車場、滑走路の管理を民
間に経営一体化するもの。
　政府は、国が滑走路を管理している新千歳、釧路、稚内、函
館の４空港に加え、市が管理している旭川、帯広の計６空港
の一括民営化を目指す方針を固めた。まとめて民間に委託
することで運営の効率化を図り、道内で増加している外国人
観光客のさらなる集客アップを目指す。道内には13の空港
があり、滑走路は国や自治体が管理しているが、空港ビルは
民間である。運営を一体化すれば、空港ビルの収益を使って
着陸料の引き下げも可能であり、海外路線の新規開拓も期
待できるとされている。

女満別空港における秋フェスタ

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。
　詳細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。
　また、議会ホームページにある「会議録」もごらんください。

●議会ホームページＵＲＬ：
（http：//www.town.ozora.hokkaido.jp/docs/2015011300061/）

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。

平成28年３月 定例会（3/8から3/１5開催）で決定した
主な内容をお知らせします。

（条例制定及び補正予算等について、全議員賛成で可決されました。）
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平
成
27
年
度
補
正
予
算
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　年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　2
7
7
3
万
円
を
追
加
補
正
！

　東
藻
琴
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
に
4
7
9
5
万
円
、
ま
た
、
都
市
公
園
整
備

事
業
か
ら
9
3
0
2
万
円
な
ど
を
減
額
補
正
し
、
一
般
会
計
総
額
84
億
3
8
3
3

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 △6,645万円 84億3,833万円
国民健康保険事業特別会計 2,965万円 13億7,639万円
介護保険事業勘定特別会計 1,287万円 7億3,385万円
簡易水道事業特別会計 △3,637万円 3億2,657万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 △1,913万円 3億4,671万円
個別排水処理事業特別会計 △81万円 2,872万円

　＜一般会計＞
　【歳　　出】

事  業  内  容 補  正  額
都 市 公 園 整 備 事 業 △9,302万円
情報セキュリティ強化対策業務委託料 6,356万円
そ の 他 事 業 △3,699万円

　【歳　入】
事  業  内  容 補  正  額

ご み 焼 却 施 設 維 持 管 理 費 負 担 金 △183万円
地 方 創 生 加 速 化 交 付 金 1,359万円
そ の 他 △7,821万円

質
疑
と
答
弁

ご
み
焼
却
施
設
維
持
管
理
費

負
担
金
（
△
1
8
3
万
円
）

　
　
　
　
　
　
ご
み
収
集
に

つ
い
て
事
業
確
定
に
よ
る
減

と
い
う
こ
と
だ
が
、
大
空
町

で
は
ど
の
ぐ
ら
い
ご
み
の
減

量
化
が
で
き
た
の
か
。

　　
燃
料
費
や
光
熱
水
費
の
単

価
の
減
に
伴
う
、
津
別
町
の

負
担
分
の
減
で
あ
る
。
ま
た

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

燃
や
す
ご
み
は
若
干
微
増
し

て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

（
1
3
5
9
万
円
）

　
　
　
　
　
　
加
速
化
交
付

金
に
つ
い
て
３
事
業
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
網
走
と
の
広
域

連
携
事
業
と
聞
い
て
い
る
。

町
と
し
て
単
独
で
加
速
化
交

付
金
は
受
け
て
い
な
い
と
思

う
が
、
そ
の
辺
の
事
情
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
予

算
規
模
と
し
て
1
0
0
0
億

円
、
補
助
率
と
し
て
10
分
の

10
、
１
市
町
村
に
つ
き
２
つ

の
事
業
ま
で
で
、
広
域
事
業

は
こ
れ
と
は
別
に
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
今
回
の

加
速
化
交
付
金
の
要
件
と
し

品
田
議
員

平
田 

住
民
福
祉
課
長

品
田
議
員

林 

総
務
課
参
事

て
は
、
平
成
27
年
度
の
上
乗

せ
交
付
、
こ
れ
を
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
く
よ
う
な
先
駆

性
や
新
規
性
が
問
わ
れ
て
い

る
。
本
町
は
交
付
を
受
け
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
網
走
市
で
は

津
別
町
と
の
連
携
で
、
地
域

連
携
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
域
活

性
化
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
連
携
開
催
し
、
知
名
度
集

客
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い

る
が
、
当
町
と
も
そ
う
い
う

話
が
出
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
合
宿
誘
致
な

ど
、
網
走
市
と
は
事
務
的
な

調
整
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
時
点
で
ま
だ
ま

だ
経
験
の
な
い
中
で
あ
る
の

で
、
こ
の
事
業
に
は
乗
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
た
だ

今
後
は
、
美
幌
町
、
清
里
町

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
が
、

合
宿
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
も

っ
と
広
域
の
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

品
田
議
員

山
下
町
長

　議長宛ての案内文書については、事前に公務などの日程調整
が必要になるため、必ず議会事務局まで「持参」または「郵送」
でのお届をお願いします。

　送り先：
　　　〒099-2392
　　　　　大空町女満別西3条4丁目1番1号
　　　　　　　　大空町議会議長

（大空町議会事務局）宛

お  願  い 請願・陳情をされる方へ（書式）例

○○○○○ ○印

（内容）

○○○○○○○○○○に
関する請願（陳情）

要旨 ○○○○○○○

理由 ○○○○○○○
○○○○○○。

平成　年　月　日
大空町議会議長 様

大空町○○○○○

（表紙）

請　願　書
（陳情書）

○○○○○○○○○に
関する

紹介議員○○○○○ ○印

※請願には紹介議員が必要ですが、陳情に
　紹介議員は不要です。

【お問い合わせ先】
　大空町議会事務局
　　0152-74-2111（内線266）
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定

例

会

定

例

会

　
町
内
の
施
設
等
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
次

の
表
の
内
容
で
提
案
さ
れ
、

審
議
の
上
議
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

★３月定例会の際に審議した陳情等の結果
番号 件　　　　　　　名 採択 議員配布対応 継続審査

１
軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険性や予後の
相談の出来る窓口などの設置を求める陳情

○

２ 日本国憲法の尊重・擁護に関する要請 ○

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
平
成
28
年
６
月
11
日
で
任

期
が
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
神
田
靖
治
氏
の
任

命
に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て

同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任

　
平
成
28
年
６
月
18
日
で
任

期
が
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
近
藤
克
郎
氏
の
選

任
に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て

同
意
し
ま
し
た
。

訴
え
の
提
起

　
大
空
町
在
住
の
個
人
に
対

し
、
町
営
住
宅
の
明
渡
し
及

び
滞
納
家
賃
等
の
支
払
い
を

請
求
す
る
た
め
の
訴
え
の
提

起
に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て

議
決
し
ま
し
た
。

条

例

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
町

長
の
任
命
制
に
変
更

　
農
業
委
員
会
制
度
の
改
革

の
目
的
は
、
農
地
利
用
の
最

適
化
、
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
、
集
約
化
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
、
新
規

参
入
な
ど
の
促
進
を
果
た
す

た
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
の
選
出
方
法
が
、
今

ま
で
は
選
挙
制
と
農
業
団
体

等
に
よ
る
市
町
村
長
の
選
任

制
の
併
用
で
し
た
が
、
今
後

は
市
町
村
長
の
任
命
制
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
　
選
出
方
法
の

変
更
と
な
っ
た
法
改
正
の
背

景
は
。
ま
た
、
定
数
27
人
と

い
う
こ
と
で
農
業
委
員
会
で

は
ど
う
整
理
し
た
の
か
。

　　
国
の
農
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
改
革
と
し
て
、
農

協
や
農
業
委
員
会
の
制
度
改

革
が
行
わ
れ
た
。
選
出
方
法

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
農
業

を
リ
ー
ド
す
る
担
い
手
が
就

任
で
き
る
よ
う
、
議
会
の
同

意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長

の
任
命
制
に
変
更
と
な
っ
た
。

27
人
定
数
の
根
拠
は
、
現
定

松
田
議
員

作
田 

農
業
委
員
会
事
務
局
長

議会だよりへの
ご意見・ご要望を
募集します！

【ご意見・ご要望などはこちらまで】
〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内

大空町議会事務局　TEL:0152-74-2111（内線266）

　『議会広報常任委員会』では、より読みやす
く、親しみやすい広報誌を目指して、常に検討
しながら作業にあたっています。
　皆さんのご意見・ご要望をどんどんお寄せ下
さい。お待ちしています。

　
ま
ち
づ
く
り
宣
言
は
「
普

遍
的
な
ま
ち
づ
く
り
像
」
で

あ
り
、
普
遍
的
要
素
の
洗
い

出
し
は
地
理
的
条
件
や
歴
史

的
背
景
、
さ
ら
に
総
合
計
画

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
汲

み
取
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
十
分
に
踏
ま
え
た
中

で
、
行
政
と
議
会
で
検
討
を

重
ね
、
案
を
作
成
し
た
と
こ

『
大
空
町
ま
ち
づ
く
り
宣
言
』
を
議
決

ろ
で
す
。
10
年
目
の
節
目
と

な
る
今
定
例
会
で
、
議
会
の

一
つ
の
役
割
と
し
て
全
議
員

が
提
案
者
と
な
っ
て
「
大
空

町
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
行

い
、
未
来
へ
と
守
り
育
て
、

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
、
町
民
と
行
政
、
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
目
指
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

大空町まちづくり宣言
　秀峰藻琴山を仰ぎ、美しい網走湖を抱えるこの地に、理想
郷の夢を抱いた私たちの先人は、ともに苦労を重ね、喜びを
分かち合い、勤労とたゆまぬ努力によって郷土の礎を築きま
した。地域の繁栄を願い、子孫への恵愛を大切にしたその精
神は、今もなお、誇り高き郷土愛として私たちの心に引き継
がれています。
　大空町は、地方分権の流れから社会情勢が変化する中で、
民意を尊重し、優れた特性を継承しつつ新生の道を拓くため
に誕生したまちです。まちの姿と町民の行動目標となる「町
民の誓い」を定め、この精神を尊重した「自治基本条例」及
び「議会基本条例」を制定し、協働と参画によるまちづくり
を進めています。
　今、私たちは、自ら定めたこれらの規範を守り、町民の熱
意と不断の努力で培った「豊かな教育」、「確かな産業」、「健
やかな心身」を未来へと守り育て、幸せを実感できるまちづ
くりをめざすことを決意します。
　大空町10年の節目の年に、遥か広がる大空に、まちづくり
の崇高な理念を掲げ、ここに「まちづくり宣言」をします。

大空に　人・花・心　育むまち

管理施設の名称等 指定管理者 指定管理期間

ひがしもこと乳酪館
一般財団法人

めまんべつ産業開発公社
理事長　濱名　敏之

平成28年４月１日～
平成31年３月31日まで

数
の
26
人
に
加
え
、
利
害
関

係
を
有
し
な
い
者
を
含
む
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
１

名
増
の
27
人
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
他
町
村
か
ら

で
も
農
業
委
員
に
な
れ
る
と
、

地
域
性
を
考
え
る
と
危
惧
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
利

害
関
係
の
な
い
者
を
ど
う
確

保
す
る
の
か
。
定
数
27
名
に

満
た
な
い
場
合
、
ど
う
考
え

た
ら
い
い
の
か
。

　　
町
外
の
方
で
も
農
業
に
関

す
る
識
見
を
有
す
る
者
で
あ

れ
ば
、
選
考
委
員
会
に
て
最

終
的
に
は
選
出
し
任
命
す
る

流
れ
に
な
る
。
利
害
関
係
の

な
い
者
で
あ
る
が
、
行
政
や

農
業
団
体
OB
な
ど
識
見
を
有

す
る
方
に
応
募
頂
き
た
い
と

思
う
。
ま
た
欠
員
等
不
足
が

出
た
場
合
、
状
況
に
よ
っ
て

補
充
の
た
め
の
募
集
を
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
今
回
の
法
改

正
に
つ
い
て
町
長
に
任
命
責

任
が
あ
る
が
、
こ
の
定
数
27

人
、
今
後
進
め
て
い
く
中
で

状
況
を
見
て
、
変
更
す
る
と

い
う
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

１
期
３
年
の

中
で
こ
の
人
数
の
こ
と
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

松
田
議
員

作
田 

農
業
委
員
会
事
務
局
長

松
田
議
員

山
下
町
長

ス
ム
ー
ズ
に
こ
の
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
け
る
か
ど
う
か
、

し
っ
か
り
と
確
認
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正

　
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正

に
よ
り
、
審
査
請
求
に
対
す

る
裁
決
を
す
る
と
き
は
、
原

則
第
三
者
機
関
に
諮
問
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
地
方
自
治
体
の
場
合
は

附
属
機
関
と
し
て
設
置
す
る

機
関
と
な
る
た
め
、
「
行
政

不
服
審
査
会
」
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。

議
会
議
員
報
酬
の
改
定

　
町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

報
酬
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ

の

他

専
決
処
分
の
報
告

　
町
有
車
両
に
起
因
し
て
発

生
し
た
物
損
事
故
に
対
す
る

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
報

告
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

網
走
地
区
消
防
組
合
議
会
補

欠
議
員
の
選
挙

　
平
成
27
年
12
月
31
日
付
け

で
消
防
組
合
議
員
を
辞
職
さ

れ
た
小
島
一
弘
議
員
の
後
任

と
し
て
、
松
岡
克
美
議
員
を

選
任
し
ま
し
た
。

議
員
の
辞
職

　
旧
女
満
別
町
時
代
か
ら
数

え
て
６
期
目
で
、
長
き
に
わ

た
り
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、

高
い
識
見
か
ら
町
政
に
寄
与

さ
れ
た
小
島
一
弘
議
員
か
ら
、

病
気
療
養
に
専
念
す
る
と
の

理
由
に
よ
り
、
平
成
28
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
大
空
町
議

会
議
員
を
辞
職
し
た
い
旨
の

届
け
出
が
あ
り
ま
し
た
。
定

例
会
第
８
日
目
に
議
題
と
し

て
提
案
を
し
、
辞
職
を
許
可

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

要
望
意
見
書

　
次
の
表
の
と
お
り
、
２
件

を
議
員
配
布
対
応
と
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

●副議長
　（月額）229,000円⇒232,000円
●議会運営委員会委員長
　（月額）205,000円⇒210,000円
●常任委員会委員長
　（月額）205,000円⇒210,000円
●議　員
　（月額）184,000円⇒190,000円
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問

一
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質
問

　
　
　
　
　
　
町
民
に
あ
か
ら
さ
ま
に
、
災
害
に
対
し
て
ど

う
い
う
対
応
を
し
て
い
る
の
だ
と
、
資
金
的
な
対
応
を
し
て

い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
き
ち
ん
と
行
政
と
し
て
姿
勢
を

出
す
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
災
害
の
多
い
時
代
に
町
民
の
不

安
に
応
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
目
的
基
金
化
の
考
え
だ
が
、
備
荒
資
金
組
合

の
利
回
り
と
い
う
の
は
非
常
に
他
の
預
貯
金
か
ら
み
て
良
い
。

新
た
に
災
害
基
金
と
し
て
の
形
で
つ
く
る
と
い
う
考
え
方
は

な
い
。

　
　
　
　
　
　

品
田
議
員

安
に
応
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
な
ぜ
資
産
を
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
計
上
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。
そ
れ
を
出
し
て
い
な
い
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

は
、
正
確
性
や
信
頼
性
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
総
務
省
に
よ
る
記
載
要
領
に
従
っ
て
、
備
荒

資
金
納
付
金
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
計
上
し
て
い
な
い
の
が

実
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

品
田
議
員

は
、
正
確
性
や
信
頼
性
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　

山
下
町
長

（一般質問2人）（一般質問2人）

町政を問う！

　平成28年第１回定例会では、２人の議員から、町
の施策などに関する一般質問が行われました
※質問、答弁の内容は、要約して掲載しています。
　詳細は、議会ホームページ
（http://www.town.ozora.hokkaido.jp/
　　　　　　　　　　docs/2015011300061/）
　及び両地区図書館で閲覧できる会議録をご覧くだ
さい。

☆品
しな
田
だ
　好

よし
博
ひろ
 議員 ･･････････････････････････････････････ 13ページ

　１．災害時の支出に備える備荒資金の経理上の処理と今後の扱い方について
　２．東京電波女満別工場跡地採納の経過について

☆上
うえ
地
ち
　史

ふみ
隆
たか
 議員 ･･････････････････････････････････････ 14ページ

　１．介護老人福祉施設の今後について
　２．墓の管理問題について
　３．両地区の幼稚園の老朽化について

「議会インターネット中継」のお知らせ
議会の情報公開を進めるため、インターネッ
ト上でライブ中継、録画映像を無料で配信で
きる「ユーストリーム」を活用し、議会審議
状況のインターネット中継を行っています。
　傍聴に来られない方など、直接議場へお越
しいただかなくても、ご家庭などでご覧いた
だけます。ライブ中継のほか、録画映像の配
信も実施しています。（議会後30日以内）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
は
計
上
し
て
い
な
い
が
、

決
算
資
料
と
し
て
残
高
を
出
し
て
い
る

答
貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）に
備
荒

資
金
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
な
ぜ
か

問

会
社
側
に
更
地
に
す
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
の
要
請
は
し
て
い
な
い

答
東
京
電
波
女
満
別
工
場
跡
地
の
寄
附

に
つ
い
て
は
更
地
の
上
で
の
無
償
譲

渡
の
話
は
な
か
っ
た
の
か

問

目
的
基
金
化
は
現
在
考
え
て
い
な
い

答
災
害
復
旧
目
的
基
金
と
し
て
条
例
で

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か

問

品田　好博　議員

今年度取り壊される東京電波女満別工場跡地

　
　
　
　
　
　
美
幌
町
が
交
渉
し
て
、
無
償
譲
渡
と
な
っ
た

報
道
か
ら
見
れ
ば
、
粘
り
腰
が
ほ
し
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
寄
附
物
件
で
あ
り
ま
す
土
地
と
建
物
は
、
過

去
に
町
が
売
却
し
た
も
の
で
す
。
町
が
主
体
的
に
解
体
す
る

場
合
に
は
、
地
元
に
発
注
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

品
田
議
員

報
道
か
ら
見
れ
ば
、
粘
り
腰
が
ほ
し
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

山
下
町
長

【備荒資金とは？】

一口
　メモ

　大地震・暴風雪などの災害に対
応すべく、国の財政支援が十分で
はなかったことから、必要な資金
を賄うために、昭和31年に設立さ
れ現在に至っている。
北海道だけが組合として残ってい
る。
　普通納付金が限度３億円、超過
納付金が限度30億円まで積立て
られる。

備 荒 資 金
（超過）残高 標準財政規模

大 空 町 １億7,800万円 54億5,000万円

鶴 居 村 39億4,300万円 25億9,800万円

標 茶 町 32億7,900万円 60億2,200万円

西 興 部 村 32億7,600万円 14億1,900万円

芦 別 市 19億5,000万円 63億4,800万円

士 幌 町 17億9,600万円 44億9,400万円

足 寄 町 14億6,600万円 54億3,900万円
平成27年10月市町村聞き取り

東京電波女満別工場土地及び建物の評価額

土　地 建　物 計

評 価 額 1,379万円 4,778万円 6,157万円

面 　 積 1,451.2㎡ 1,329.4㎡
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質
問

　
　
　
　
　
　
　
園
児
や
職
員
の
安
全
を
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
。
外
壁
の
状
況
に
つ
い
て
、
今
後
大
々
的
な

施
設
整
備
に
着
手
す
る
ま
で
、
現
施
設
に
補
修
を
加
え
な
が

ら
、
環
境
の
維
持
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
今
年
４
月
に
訓
子
府
町
が
新
た
な
認
定
こ
ど

も
園
を
開
園
す
る
が
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
昭
和
53
年
、
保

育
園
昭
和
57
年
に
建
設
さ
れ
、
大
空
町
よ
り
新
し
い
の
に
整

備
を
行
い
ま
す
。
耐
震
の
問
題
で
早
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
施
設
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
適
時
、
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
維
持
補
修
対
策
を
考
え
て
お
り
、

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
近
隣
で
は
、
津
別
町
が
昨
年
、

　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
教
育
長

ら
、
環
境
の
維
持
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

上
地
議
員

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
施
設
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
適
時
、
適
切

渡
邊
教
育
長

ま
た
、
町
で
行
っ
て
い
る
、
住
宅
準
備
補
助
金
、
雇
用
継
続

補
助
金
、
介
護
員
養
成
研
修
の
助
成
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
増
床
し
た
場
合
に
は
８
名
程
度
が
必
要
、
確

保
に
つ
い
て
も
専
門
学
校
の
求
人
Ｐ
Ｒ
活
動
、
介
護
職
員
養

成
研
修
受
講
の
奨
励
、
資
格
取
得
者
へ
の
勧
誘
、
新
聞
等
の

広
告
な
ど
、
早
期
の
人
材
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

町
の
介
護
人
材
確
保
対
策
と
し
て
、
平
成
26
年
度
、
医
療
・

介
護
従
事
者
就
業
支
援
補
助
金
の
住
宅
準
備
は
２
名
、
平
成

27
年
度
は
、
こ
の
継
続
支
援
と
し
て
３
名
、
介
護
職
員
の
初

任
者
研
修
の
申
請
に
つ
い
て
は
３
名
の
申
し
込
み
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
両
福
祉
会
に
つ
い
て
、
介
護
報
酬
の
削
減
に

よ
り
減
収
に
な
っ
た
が
、
今
後
も
国
は
社
会
保
障
費
の
抑
制

で
、
負
担
の
大
き
い
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
を
下
げ
る
可
能

性
が
あ
り
、
小
規
模
な
法
人
の
経
営
は
難
し
く
な
る
と
思
う

が
。

　
　
　
　
　
　
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
答
え
て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
基
盤
の
強
化
が
必
要
で

あ
り
、
選
択
肢
と
し
て
、
法
人
の
統
合
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
大
規
模
法
人
の
傘
下
に
吸
収
さ
れ
る
方
法
も
あ

る
が
、
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応
で
は
不
安
も
あ
り
、

町
内
法
人
が
統
合
す
る
こ
と
が
経
営
体
制
の
強
化
、
町
内
に

お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
選
択
と
集
中
が
可
能
と
な
る

た
め
、
両
福
祉
会
に
つ
い
て
は
統
合
に
向
け
て
早
急
に
積
極

的
な
議
論
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
望
し
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
お
墓
を
建
て
て
も
、
継
承
者
が
い
な
く
て
管

の
か
。

　
　
　
　
　
　
増
床
し
た
場
合
に
は
８
名
程
度
が
必
要
、
確

山
下
町
長

任
者
研
修
の
申
請
に
つ
い
て
は
３
名
の
申
し
込
み
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

上
地
議
員

が
。

　
　
　
　
　
　
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人

山
下
町
長

　
　
　

　
　
　
　
　
　

上
地
議
員

上地　史隆　議員

　
　
　
　
　
　
特
養
の
入
所
や
増
床
を
望
む
声
が
多
く
あ
り
、

第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
、
平
成

29
年
度
ま
で
に
30
床
増
床
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
増
床
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
東
藻
琴
福
寿
苑
の
増
床
計
画
に
対
し
町
と
し

て
財
政
的
な
支
援
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
東
藻
琴
福

祉
会
か
ら
提
示
さ
れ
た
計
画
の
内
容
は
、
東
藻
琴
診
療
所
と

の
間
の
町
有
地
を
活
用
し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
30
床
の
増

床
、
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
を
行
い
、
概

算
事
業
費
は
７
億
２
千
万
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
ッ
ト
化
の
問
題
と
し
て
、
実
際
に
家
賃
、

食
事
代
、
光
熱
費
を
含
め
て
12
万
ぐ
ら
い
に
な
り
、
金
銭
的

に
入
れ
な
い
方
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
国
が
進
め
て
い
る
の
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問

題
を
含
め
て
基
本
的
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
と
言
わ
れ
て
い
る
。

福
祉
会
で
も
ユ
ニ
ッ
ト
型
を
前
提
と
し
、
整
備
の
試
算
、
経

営
の
試
算
を
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
増
床
し
た
場
合
、
職
員
を
確
保
で
き
る
の
か
、

　
　
　
　
　
　

上
地
議
員

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

山
下
町
長

算
事
業
費
は
７
億
２
千
万
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

上
地
議
員

に
入
れ
な
い
方
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

山
下
町
長

営
の
試
算
を
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

上
地
議
員 東

藻
琴
福
寿
苑
に
ユ
ニ
ッ
ト
型

30
床
の
増
床
を
予
定
し
て
い
る

答
特
養
の
30
床
増
床
、
ど
の
よ
う
な

増
床
を
検
討
し
て
い
る
の
か

問

手
法
は
未
定
だ
が
、整
備
を
検
討
し

て
い
く

答
町
に
あ
る
墓
地
の
現
状
は
ど
う
か

問

理
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
お
墓
参
り
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

を
心
配
す
る
声
が
あ
る
が
、
町
内
に
は
英
霊
墓
地
を
含
め
14

箇
所
の
墓
地
が
あ
る
が
、
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
使
用
し
な
い
た
め
に
返
還
さ
れ
た
り
、
移
設

等
の
た
め
に
返
還
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
平
成
25

年
度
14
区
画
、
平
成
26
年
度
14
区
画
、
平
成
27
年
度
12
区
画
、

返
還
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
現
在
の
墓
地
は
女
満
別
地

区
が
昭
和
39
年
、
東
藻
琴
地
区
が
昭
和
38
年
の
設
置
で
、
管

理
者
が
す
で
に
住
民
で
な
い
方
も
お
り
、
町
が
実
施
主
体
に

な
っ
て
整
備
す
る
の
か
、
宗
教
法
人
な
ど
の
利
用
形
態
を
制

度
化
す
る
の
か
、
手
法
は
ま
だ
未
定
だ
が
、
年
度
内
の
調
査

や
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
判
断
し
て
い
き
た
い
。
農
村
部
の

共
同
墓
地
の
中
に
は
、
利
用
実
態
が
低
い
箇
所
も
あ
り
、
集

約
な
ど
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
両
地
区
の
幼
稚
園
は
40
年
以
上
が
経
過
し
て

お
り
、
目
視
で
も
老
朽
化
が
確
認
で
き
る
箇
所
が
見
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
両
地
区
幼
稚
園
、
教
育
施
設
の
整
備
は
優

先
順
位
を
設
け
な
が
ら
、
計
画
的
に
行
う
と
い
う
基
本
的
な

考
え
方
で
進
め
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備

事
業
と
し
て
平
成
29
年
度
か
ら
関
係
事
業
費
を
計
上
す
る
が
、

現
時
点
で
は
想
定
段
階
の
計
画
で
あ
り
、
今
後
財
源
確
保
を

含
め
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
優
先
順
位
が
あ
る
が
、
女
満
別
幼
稚
園
の
外

壁
の
ひ
び
割
れ
が
ひ
ど
い
た
め
、
改
修
な
ど
検
討
い
た
だ
け

な
い
か
。

箇
所
の
墓
地
が
あ
る
が
、
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
使
用
し
な
い
た
め
に
返
還
さ
れ
た
り
、
移
設

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　

上
地
議
員

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
両
地
区
幼
稚
園
、

渡
邊
教
育
長

含
め
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

上
地
議
員

両
施
設
と
も
40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
確
認
で
き
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る

女満別幼稚園

東藻琴幼稚園

　
　
　
　
　
　
解
体
工
事
費
用
が
４
、
5
0
0
万
円
と
い
う

こ
と
は
、
土
地
を
４
、
5
0
0
万
円
で
買
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
は
不
利
益
を
被
っ
た
と
か
、
損
を

し
た
と
い
う
考
え
は
な
い
。

　
　

　
　
　
　
　
　
全
町
民
合
意
の
も
と
に
、
事
業
度
の
高
い
、

喜
ば
れ
る
、
夢
を
も
て
る
、
そ
う
い
う
施
設
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
研
修
会
館
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
33
〜
36
年
に
か

け
て
、
調
査
設
計
、
実
施
設
計
、
本
体
、
外
構
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。
町
民
の
方
々
の
要
望
も
高
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

品
田
議
員

こ
と
は
、
土
地
を
４
、

　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
は
不
利
益
を
被
っ
た
と
か
、
損
を

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　

品
田
議
員

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
研
修
会
館
に
つ
い
て
は
、
Ｈ

山
下
町
長 経

費
に
つ
い
て
は
、４
、５
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る

答
解
体
工
事
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か

問
総
合
計
画
を
踏
ま
え
、研
修
会
館
の

活
用
も
鑑
み
、検
討
す
る

答
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か

問

訓
子
府
町
が
本
年
４
月
に
開
設
す
る
と
伺
っ
て
お
り
、
町
に

お
い
て
も
、
子
育
て
支
援
制
度
に
の
っ
と
っ
た
認
定
こ
ど
も

園
化
が
必
要
で
あ
り
、
整
備
問
題
は
地
域
の
重
要
課
題
と
考

え
い
る
。

　
　
　
　
　
　
予
算
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
一
つ
だ

け
お
話
を
し
た
い
、
過
去
に
新
年
度
予
算
の
決
定
も
し
て
い

な
い
中
で
補
正
に
言
及
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
、
注

意
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
踏
み
込
ん

だ
答
弁
は
で
き
な
い
が
、
教
育
長
が
言
っ
た
状
況
な
ど
に
つ

い
て
は
承
知
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

え
い
る
。

　
　
　
　
　
　
予
算
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
一
つ
だ

山
下
町
長

現
施
設
に
補
修
を
加
え
な
が
ら
、
環
境

の
維
持
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い

答
幼
稚
園
の
老
朽
化
、外
壁
だ
け
で
も

改
修
を
検
討
で
き
な
い
か

問

43年経過した女満別研修会館
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員

会
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会

委員会レポート
　総務厚生、産業建設文教、議会広報の３常任委員会では、議会閉会中も委員会
が所管する項目などの調査を随時行っており、その概要をお知らせします。

OZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総務厚生常任委員会

　主な審議項目 説　明　概　要　等
第２次網走市大空町定住自立圏共生
ビジョン

・平成28年度から平成32年度までの５年間の、具体的な取組
内容を記載した新しいビジョンを策定

認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク ・高齢者等の早期発見につなげるため関係機関によるネットワ
ークを構築

◆上記のほか、「避難行動要支援者避難支援計画」など全４項目を審議

●第16回〔平成27年１月18日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等

いじめ防止基本方針（案）等 ・いじめ防止等の対策を総合的かつ効果的に推進することを目
的として策定

地域防災計画等の変更 ・災害対策基本法の改正や特別警報の運用開始などに係る計画
の変更

◆上記のほか、「自治会運営交付金交付要綱の改正」など全３項目を審議

●第20回〔平成28年３月９日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等

自主防災組織活動補助金交付要綱 ・自主防災組織が活動を行う上で必要な資機材等の整備に要す
る経費を助成

民間賃貸住宅改修支援事業補助金交
付要綱

・既存の民間賃貸住宅の改修費用の一部助成
・補助金額は一住戸あたりの改修工事費の３分の１以内、30
万円限度

高齢者等移動支援事業実施要綱 ・福祉タクシー券交付事業と外出支援タクシー券交付事業を統合
出産祝金支給要綱 ・祝金の額は、出生児１人につき５万円、うち２万円は商品券
外出支援タクシー試験運行事業 ・試験運行期間（2月～ 11月）の登録者数及び利用実績
◆上記のほか、「組織機構の見直し」など全28項目を審議

●第18回〔平成28年２月９日開催〕

自治会連合会研修会にて、「自主防災
組織の設置について」の講演

●第21回〔平成28年３月10日開催〕
　主な審議項目 説　明　概　要　等

塵芥収集車の事故 ・塵芥収集車両の破損の報告

　主な審議項目 説　明　概　要　等

高等学校配置検討状況 ・新しい高校づくりの方向として、農業を基礎とし空港のある
まちとして全国から生徒が集まる高校を目指す

◆上記のほか、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果」など全５項目を審議

●第17回〔平成28年３月９日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
雇用促進事業補助金 ・新たに労働者を雇用する事業主に対し賃金等の一部を助成

地域材利用促進事業補助金 ・地域材を活用した住宅を新築する者等に対して費用の一部を
助成

多子世帯保育料軽減等に伴う関係例
規の改正

・町立の幼稚園・保育園に通う子に対し、第２子の保育料を半
額、第３子以降の保育料を無料

給食無償化に伴う関係例規の改正 ・児童生徒の保護者に給食費相当分を補助

◆上記のほか、「東藻琴小学校大規模改修事業」など全20項目を審議

●第15回〔平成28年２月12日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等

教育大綱の制定 ・法改正により、教育に関する大綱を市町村長が策定すること
になった。

スポーツ団体の資格取得に係る補助
制度

・地域のスポーツ団体の振興を図り、指導者をサポートする目
的として、資格取得に係る費用の一部を補助

◆上記のほか、「広域穀類乾燥調製貯蔵施設の整備」など全５項目を審議

●第14回〔平成28年１月29日開催〕

合 同 常 任 委 員 会 （２常任委員会合同での調査）

　主な審議項目 説　明　概　要　等
町営住宅使用料滞納者に対する建物
明渡等請求訴訟 ・３月定例会で関係議案を提出、弁護士と協議して進める。

◆上記のほか、「第２次網走市大空町定住自立圏共生ビジョン」と全２項目を審議

●第17回総務・第14回産業建設文教〔平成28年１月29日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等

地域振興施設に係る実施計画等
・今後のスケジュールとして、建物等の撤去期限が平成28年5
月31日、建築工事等入札が6月上旬、建設工事の工期が平成
29年3月

●第19回総務・第16回産業建設文教〔平成28年２月26日開催〕

産業建設文教常任委員会

元気いっぱい、４月から小学生になる子どもたち
（女満別幼稚園卒園式より）
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【簡易軌道藻琴線記念碑除幕式　２/16】
　　昭和10年から昭和39年まで運行されていた北海道簡易軌
道藻琴線の記念碑が建立されました。旧東藻琴停留所跡地で
ある網走観光交通株式会社前にて行われた2月16日除幕式に
は議会を代表し近藤議長が出席し、東藻琴地域振興発展に尽
力した先人の偉業を讃えました。

【行政視察来町応対（和寒町）2/25】
　　本町の取り組みなどを視察するため上川管内和寒町議会の
皆さんが来町されました。

　　視察内容は、「高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）
及び生活支援ハウスの管理運営状況について」などで、本町
の施設を視察されました。

　　当日は、町側から施設担当者に同席、対応いただきました。
また議会を代表し近藤議長をはじめ、松田総務厚生常任委員
会委員長、沢出同副委員長、にて応対し、相互の意見交換な
ども行われました。

【流氷観測飛行記念碑除幕式　３/23】
　　81年前の昭和10年3月23日に女満別競馬場跡地の飛行場
から流氷観測機が飛び立ち、後の女満別空港の礎を築いたこ
とを今に伝える記念碑が建立されました。3月23日の女満別
伝承館前にて行われた除幕式には議会を代表し近藤議長が出
席し飛行場建設に尽力した地域の方々の功績を讃えました。

行政視察来町応対（当麻町）3/24】
　　本町の取り組みなどを視察するため上川管内当麻町議会の
皆さんが来町されました。

　　視察内容は、「議会議事堂の多目的使用について」で、当
麻町での議事堂の多目的化の検討のため、約30年前から設
置している本町の議事堂を視察するものでした。

　　当日は、町側からは山下町長のご対応もいただき、また議
会を代表し近藤議長をはじめ深川副議長、松岡議会運営委員
会委員長、松田同副委員長にて応対し、相互の意見交換など
も行われました。
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読みやすい議会だよりを目指して
～議会広報モニターさんと意見交換～

　２月24日に開催しました、平成27年度第２
回議会広報モニター連絡会議において、下記の
とおりモニターさんから意見をいただきました
ので、委員の回答も含めて、主なものをお知ら

せします。
　※当日は５名のモニターさんの内、４名の出
席をいただきました。
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新たなまちづくりに向けて

平成２８年３月定例会
平成28年度まちの予算決まる！！

町政を問う! 一般質問
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大 空 町 検 索

●平成２８年度予算審査特別委員会で審議
●大空町まちづくり宣言を議決 な　　ど

2名の議員が登壇

平成28年（2016年）４月28日発行 40号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成28年３月 定例会

●災害時の支出に備える備荒資金の
　経理上の処理と今後の扱い方は
　（ほか　１件）

●介護老人福祉施設の今後
　（ほか　２件）

委員会レポート
議会広報モニターさんとの意見交換

「町民の声」樫原 達也さ　　んより

合併10年記念号

～さらなる移住促進と地域活性化に期待～
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　大空町は、今年度３月より移住促進と地
域活性化のため、町外から町内の民間賃貸
住宅に入居する転入世帯の方々に、月額家
賃の一部（２分の１または上限１万円で３
年間）を助成し、新生活を応援しますと報
道されました。
　これにより大空町の多くの方々や通勤し
ている方が町内に住んでいただければ、人
口増加につながり、町内が活性化し、良い

町 民 の 声
樫原　達也 さん
（女満別錦町）

大空町女満別西1条3丁目1番23号
℡ 0152-74-3292

アマンド菓子店

道産原料を極力使用してつくっております。お気
軽にご来店賜りますようお願いいたします。
道産原料を極力使用してつくっております。お気道産原料を極力使用してつくっております。お気
軽にご来店賜りますようお願いいたします。

議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・
12月）に開かれます。また、臨時町議会は、
必要に応じて随時開かれますので、お気軽に
傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

6月定例会は、

開かれる予定です。

6月21日(火)から

方向にむかうのではないでしょうか。人口
増加対策としては、すばらしいアイディア
だと思います。
　今後とも少ない予算で多くのメリットが
ある企画を期待しています。

※民間事業者からの有料広告を掲載しています。




